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ここで打合せをさせていただく
機会があった。夜、8時過ぎに
集合したので、前の通りの車が
少なくなっていた。ガラガラと格
子戸を開け、土間から見世と呼
ばれる場所を通り抜け、奥の座
敷まで行く。間口は三間程と狭
い。薄暗いため、外からだと日
中でも内の様子は見にくかった
はずであるが、内側から外を眺
めると思いのほか開放的で、時
折通る車や人影を見渡すこと
ができた。
この感覚が新鮮だった。堅固な
蔵の中にいる安心感に加え、
黒光りする柱や梁、土壁の心
地良さもあるに違いないが、通
りと店内の関係性や空間のサ
イズが人間にとってちょうど良
く、ここに留まることが快適にな
るように設えてあるのである。

存
在
感
が
あ
る
。 店蔵絹甚

明治40年頃の大通りと絹甚
『ふるさとの思い出 写真集明治大正昭和 飯能』より転載
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